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蜘

功
酌条 韓 をもつ0る も互朔 動、碑瞼瞬郷阻朗囲艤潮陸獄睦 虫 環廟 陸閥 賠 しようとするときIk納会の

難輸繊節織熟 ら根 、

第8章 閣薙雅斑 歯靭蹂増鱗

蝉

第51条 き朔翔u鱒 しようと指 ときl土 総斜朝朗時瀬協解笠泌分の3以拶粥脚に攀 力η 辮 25条第

3¬嚇鍵確醐騨鶉暇翻顧婢勤捨、       J期 観たら機ヽ

(1)目的

② 名竹、

③ 急味Fう               騨鵬こ係細輔能瘤頼

④ ど敵郵鰯筋麓愛謝陵瀬師∽開観対期蜘翔霞勢悔もa螂り

⑤ 顔 顔 解 磯 陣

(6)役離蝉            く)

(7)密線蜘

(8)ね期酸剪聯鶏行う響躍義謝 する、



(9)脇蹟と'千〕母
″
>る群再亜傍壽報陸p熾船夢本部弾輿郵艮るl

QO)

|(lilllit0

第52条 こ蜘 土 醐 デお麟亀とこより解貯 乱

(つ 納鋼 離

(21目的        攀館簿築嚇翔舷翠能

(31難

14)齢

(51麟 脚 1紹洪慮

(6)画触犠こと       し

2再開密1翔 によリミ望滞よ溺卸躙躍
'と

き1土 狂輩蓼報翻撫つ卵 .3B刑駆澪騨留留討渕 サrら
'拇

ゝ

3 第■理密2母囲 壷lこより熟敬Fナるとき
'土

蒻幡庫嚇曲鍛郵説劇珈ぼなら瀬嗚

″
脚

堺静条 部琳炒碑靭敬 総離驚趙磯に』電癬胸瞬滋a)したとき〔蜘 土緋第11籍B馴韓瑚警紳
'う

ちか臥鷺陰

四脱ヽ醸寿モ拡ヽaコ翻期
―るものとす私

帥

第54条 ま残却u増湖しょぅとするときは 総斜司§マ臣制尉鐵越4分♂)3婉 力η

ら
'ぶ

予ゝ

第9章 召勲功鴻

働

第弱条 ユ碗攀鬱公理気 蓮attv潮藤熙婉 ととも【 塙講麟鞘鯰とズ行う。

第10軍 線 ll

R斃司Rり

第島条 漱額醐罐蠅録凸 〔塾即聯園け主義麟鶴嚇醐整罐く動 載霊羨め為

附 則

1 魏 こ望朔ム八¢羽迷歓Dロカ翌萌報衛輩弼鷺

2と姻雛爾麟鶏 p鱒賦 撫こ紹痢鳴筑筆と,支銘

螂臨髭    前日 良平

麟      額 鱗

鞘 鱒   部 真

麟     屋官 昨

理 r    安苗下騒彦



牌 納 節

3             r第16籍榔曜瀬泡爾第■9賦 肋 日か軸 28韓醐廟部輻通脇等黎朗離錬!とす

為

4こ1岬獣窮騨響鞠騨戦鉛蜘寒輝翻醐船業第坐鋤 勒鞘やら択穀翻鶴章牽めるとこれこよるものとす亀

5ヨ翔臥翻酪塵幼孵閣鱗察は 第4孵磁蒻議朝納わ球 成立の日か欄闘И年3月 31日まで塊

6調肌 響 螂 卵 聰 取 瑠 犠 知 知 触 酌 肺 球 撫鋤 輔 と猛

11)―
王斜瓢脚聰お箇閣 1口  10"000円
正剣設個舟         5,000円

鞍勲畿猟              0円
② 各鐵

頭義最蜘  l口  10,000円
正▲
韻 (個_ム)        51909円  .

螂          5,000用

7この定款は大分県知事の認証の日(令和 ど年 P月 〃 日)か碗 行する。

基


